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『顎関節症』の治療法について
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「
顎
関
節
症
」
に
つ
い
て

　

顎
関
節
症
と
は
、
耳
の
す
ぐ
前
に
あ
る
顎
関
節
の
痛
み
や

音
、
あ
ご
を
動
か
す
咀
嚼
筋
の
痛
み
を
主
な
症
状
と
す
る
顎

運
動
障
害
の
こ
と
で
す
。
代
表
的
な
症
状
は
、
あ
ご
が
痛
む

（
顎
関
節
痛
・
咀
嚼
筋
痛
）、
口
が
開
か
な
い
（
開
口
障
害
）、

あ
ご
を
動
か
す
と
音
が
す
る
（
顎
関
節
雑
音
）
な
ど
が
あ
り
、

硬
い
も
の
が
噛
め
な
い
、
大
き
な
食
べ
物
が
食
べ
に
く
い
、

あ
ご
の
音
が
煩
わ
し
い
と
い
っ
た
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
顎
関
節
症
は
直
接
生
命
に
関
わ
る
病
気
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
日
常
生
活
に
支
障
を
来
し
ま
す
し
、
精
神
衛
生

上
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
か
か
り
つ
け
歯
科
医
師
に
よ
る
標

準
的
な
治
療
や
自
己
管
理
（
セ
ル
フ
ケ
ア
）
に
よ
り
快
方
に

向
か
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
専
門
的
な
治
療
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、「
顎
関
節
症
」
の
治
療
法
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。 医療者監修コラム

ピカラダホームページ

　

飯
塚
病
院
の
産
科
病
棟
で
は
２
０
２
２
年
５
月
よ
り
産
後
２
週
間
健
診
を
開
始
し
ま

し
た
。
産
後
は
赤
ち
ゃ
ん
と
の
新
生
活
が
始
ま
り
楽
し
い
一
方
で
、
お
母
さ
ん
は
心
身
と

も
に
不
安
定
に
な
り
や
す
い
時
期
で
す
。
産
後
２
週
間
健
診
で
は
、助
産
師
が
約
90
分
間
、

ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
お
母
さ
ん
の
心
と
体
の
状
況
や
授
乳
状
況
、
赤
ち
ゃ
ん
の
発

育
状
況
の
確
認
な
ど
を
行
い
、
産
後
１
ヶ
月
健
診
ま
で
の
期
間
を
不
安
な
く
安
全
に
過

ご
せ
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

産
科
病
棟
で
は
「
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
に
優
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々
の
ケ
ア
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
対
策
で
面
会
制
限
が
実
施

さ
れ
る
な
ど
、
大
変
な
状
況
で
す
が
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
が
健
や
か
に
、
そ
し
て
お
母

さ
ん
と
ご
家
族
が
自
信
を
持
っ
て
育
児
の
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
患
者

さ
ん
と
ご
家
族
に
寄
り
添
っ
た
ケ
ア
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

※

産
後
２
週
間
検
診
は
飯
塚
病
院
で
ご
出
産
さ
れ
た
方
が
対
象
で
す
。

産
後
２
週
間
健
診
開
始
の
お
知
ら
せ
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飯
塚
病
院 

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
、

医
療
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

01

新
任
部
長
の
ご
紹
介
（
２
０
２
２
年
５
月
１
日
就
任
）

ＱＲコードから友だち追加
 ① LINEアプリの「友だち追加」 → QRコード

 ② 下記のQRコードを撮影

 ③ 追加をタップで登録完了

ID検索から友だち追加
 ① LINEアプリの「友だち追加」 → 検索

 ② 「ID」を選択 → 「@qsu3427e」を入力

 ③ 追加をタップで登録完了

友だち登録の手順

LINE公式アカウント
医療に関する「知っ得」情報を、LINEでお届け。

※登録いただいた方の氏名や画像などは、
　病院側からはわからないシステムです。

　これまで肝胆膵外科を中心

に診療に携わって参りました。

　血管合併切除・再建を伴う

拡大手術から、腹腔鏡･ロボッ

ト手術などの低侵襲手術まで

幅広く対応していきたいと思

います。筑豊地区の外科医療

の要として、「全ては患者さん

のために」頑張りたいと思い

ますので、よろしくお願いい

たします。

外科統括部長

山下　洋市

そ
し
ゃ
く
き
ん

ポ
キ
ッ

パ
キ
ッ



特
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『
顎
関
節
症
』
の
治
療
法
に
つ
い
て

顎
関
節
症
の
原
因

　

顎
関
節
症
の
原
因
は
、
悪
い
歯
並
び
・
あ
ご
の
関

節
そ
の
も
の
が
弱
い
な
ど
の
構
造
上
の
も
の
か
ら
、

歯
ぎ
し
り
・
く
い
し
ば
り
な
ど
の
噛
み
合
わ
せ
の
癖
、

猫
背
・
頬
杖
・
う
つ
ぶ
せ
寝
な
ど
の
全
身
的
な
姿
勢
、

顔
面
打
撲
・
事
故
に
よ
る
外
傷
、
精
神
的
な
ス
ト
レ

ス
な
ど
非
常
に
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

顎
関
節
症
の
症
状

　

顎
関
節
症
の
症
状
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

①
顎
関
節
痛
・
咀
嚼
筋
痛･････

あ
ご
が
痛
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

あ
ご
が
疲
れ
る

②
開
口
障
害
・
顎
運
動
異
常･･･

口
が
開
き
づ
ら
い

③
顎
関
節
雑
音･････

あ
ご
を
動
か
す
と
音
が
す
る

　
　
　
　
　
　
　

  　

違
和
感
が
あ
る

顎
関
節
症
の
治
療

　

保
存
的
治
療
と
外
科
的
治
療
の
２
つ
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
保
存
的
治
療
は
セ
ル
フ
ケ
ア
／
理
学
療
法
／

薬
物
療
法
／
ス
プ
リ
ン
ト
療
法
（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
外
科
的
治
療
に
は
、パ
ン
ピ
ン
グ
・

マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
／
関
節
腔
洗
浄
療
法
／
手
術

（
関
節
鏡
視
下
／
関
節
開
放
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
保
存
的
治
療

　
理
学
療
法
に
は
、
物
理
療
法
（
手
指
に
よ
る
筋
肉

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
、
低
周
波
治
療
な
ど
）

と
運
動
療
法
（
ス
ト
レ
ッ
チ
、下
顎
可
動
化
訓
練
な
ど
）

が
あ
り
ま
す
。

　

薬
物
療
法
は
、
顎
関
節
や
咀
嚼
筋
の
痛
み
に
対
し

て
、
消
炎
鎮
痛
薬
を
使
用
し
ま
す
。
基
本
的
に
は
決

ま
っ
た
時
間
・
期
間
服
用
し
、
症
状
に
応
じ
て
薬
の

種
類
や
服
用
方
法
を
調
整
し
ま
す
。

　

ス
プ
リ
ン
ト
（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
）
療
法
は
、
睡
眠
時

の
歯
ぎ
し
り
や
く
い
し
ば
り
に
対
す
る
筋
の
緊
張
や

　

飯
塚
病
院
の
歯
科
口
腔
外
科
で
は
、
専
門
的
な
顎
関
節
症
の
治
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

顎
関
節
症
の
治
療
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
患
者
さ
ん
の
症
状
に
合
わ
せ
て
最
適
な
治
療
法
を
相
談
し
て
決
め
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

顎
関
節
へ
の
負
荷
を
和
ら
げ
る
目
的
で
使
用
し
ま
す
。

咀
嚼
筋
痛
以
外
の
病
状
に
は
効
果
は
限
定
的
で
、
逆

の
効
果
や
噛
み
合
わ
せ
に
影
響
が
出
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
使
用
に
は
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

■
外
科
的
治
療

　

関
節
円
板
（
骨
と
骨
の
間
の
軟
骨
様
の
ク
ッ
シ
ョ

ン
）
の
ズ
レ
や
あ
ご
の
骨
の
変
形
が
あ
り
、
保
存
的

治
療
を
行
っ
て
も
、
あ
ご
の
痛
み
や
口
の
開
け
づ
ら

さ
が
改
善
し
な
い
場
合
に
は
外
科
的
治
療
を
考
え
ま

す
。
当
院
で
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
や
Ｃ
Ｔ
検
査
を
行
い
、

関
節
円
板
や
骨
の
状
態
を
確
認
し
、
関
節
に
水
が
た

ま
っ
て
い
る
場
合
は
水
を
抜
く
治
療
（
パ
ン
ピ
ン
グ

お
よ
び
関
節
腔
洗
浄
療
法
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

関
節
円
板
を
元
に
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

治
療
後
に
開
口
訓
練
（
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
療
法
）

を
行
い
、
下
顎
の
可
動
性
を
回
復
さ
せ
る
リ
ハ
ビ
リ

や
セ
ル
フ
ケ
ア
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
、
炎

症
が
強
か
っ
た
り
、
関
節
組
織
の
癒
着
が
あ
っ
た
り
、

骨
の
変
形
が
強
い
場
合
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
の
効
果
が

得
ら
れ
に
く
く
、
手
術
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
手
術
は
、
関
節
鏡
視
下
手
術
、
関
節
開
放
手

術
を
行
い
ま
す
。

　

関
節
鏡
視
下
手
術
は
全
身
麻
酔
に
な
り
ま
す
が
、

比
較
的
侵
襲
が
少
な
い
治
療
法
で
、
直
径
約
３
㎜
の

内
視
鏡
と
電
気
メ
ス
を
関
節
腔
に
挿
入
し
、
炎
症
部

位
や
癒
着
部
位
を
焼
灼
し
て
関
節
の
可
動
性
を
回
復

さ
せ
ま
す
（
表
紙
写
真
）。
鏡
視
下
手
術
は
全
国
で
も

限
ら
れ
た
施
設
で
し
か
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
当

院
で
も
顎
関
節
内
視
鏡
を
導
入
し
、
良
好
な
結
果
を

得
て
い
ま
す
。
関
節
円
板
の
変
形
、
骨
の
変
形
が
強

い
場
合
に
は
、
関
節
開
放
手
術
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

あ
ご
の
関
節
に
カ
ク
カ
ク
や
ジ
ャ
リ
ジ
ャ
リ
と

い
っ
た
音
が
鳴
っ
て
い
る
、
も
し
く
は
過
去
に
雑
音

が
あ
っ
た
が
、
鳴
ら
な
く
な
っ
た
後
に
口
が
開
け
に

く
く
な
っ
た
と
い
う
症
状
を
お
持
ち
の
方
は
、
関
節

円
板
に
異
常
が
あ
る
可
能
性
が
高
く
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
に

よ
る
診
断
が
必
要
で
す
。
当
院
へ
の
受
診
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

※

口
が
開
か
な
い
原
因
は
他
の
疾
患
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
特
に
指
１
本
し
か
開
か
な
い
場
合
は
重
篤
な
疾

患
に
よ
る
症
状
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
医
療
機
関
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

最
後
に･･･

　

歯
科
口
腔
外
科
で
は
、
力
を
注
い
で
き
た
顎
関
節

疾
患
へ
の
治
療
が
認
め
ら
れ
、
２
０
２
２
年
１
月
１

日
付
け
で
『
日
本
顎
関

節
学
会 

研
修
施
設
』
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
顎

関
節
症
は
身
近
に
あ
る

疾
患
で
す
。
今
後
も
顎

関
節
疾
患
で
お
困
り
の

患
者
さ
ん
の
お
力
に
な

れ
る
よ
う
、
な
お
一
層

の
研
鑽
を
積
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

音がする、違和感がある
・口の開閉時に音がする

・噛み合わせに違和感が

  ある

・顔にゆがみが出ている

口を開けられない
・大きく口を開けられない

・人差し指から薬指までの

  ３本分がはいるところ

  まで口が開けられない

あごが痛い
・あごが思い通りに動かない

・あごの周辺がいつも痛い

・口の開閉で痛みがある

あごが疲れる
・食べ物が噛みにくい

・食事をしていると

  あごがだるい

・話しているとあごが

  疲れる

耳
の
前
に
あ
る
顎
関
節
部
に
針
を

２
本
刺
し
生
理
食
塩
水
で
関
節
腔

を
洗
浄
す
る

関
節
腔
洗
浄
後
、
開
口
訓
練
を
行
う

正常な関節表面

スプリントによって
上下の噛み合わせが

均等に接するようにします

炎症が強く、充血した関節表面電気メスによる炎症部位の焼灼

マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
療
法

関
節
腔
洗
浄
療
法

関
節
鏡
所
見（
当
院
症
例
）

気
に
な
る
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

そ
の
症
状
は
『
顎
関
節
症
』
か
も･･･

し
ょ
う
し
ゃ
く


